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【資料１】矢作地区におけるまちづくりのあらまし 

 

１．まちづくり交付金制度の活用と事後評価 

○岡崎市矢作地区においては、平成 18 年度～平成 20 年度にかけて、まちづくり交付金制度を活

用したまちづくりを展開しています。 

○この制度は、公共公益施設等の事業を個別に実施するのではなく、地区のまちづくりの目標の

もと、市町村の創意工夫により事業を組み立て、一元的かつ効果的に整備を実施する自由度の

高い制度です。 

○この制度の活用にあたり、矢作地区では、都市再生整備計画を定めて国の採択を受け、交付金

の交付を受けて、計画に定めた事業を実施しています。 

○計画期間の最終年度である平成２０年度は、まちづくりの成果について、可能な限り数値化さ

れた指標に基づいて、事後評価を行うこととされています。 

 

＜対象地区＞  岡崎市矢作地区（85ha） 

（区域：矢作町、中園町、暮戸町、東大友町、西大友町、宇頭町の一部） 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計画期間＞ 平成 18 年度～平成 20 年度 

 

＜まちづくり交付金制度の概要と事後評価のしくみ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢作地区におけるまちづくり交付金の“ＰＤＣＡ”サイクル 

◆成果の達成状況の検証・評価 
◆問題の所在の把握 
◆今後のまちづくり方策の作成 

◆成果を意識した事業実施 
◆モニタリングの実施 
（必要に応じて） 

◆未達成の目標の速やかな改善 
◆事業終了後の事業効果の 
継続・まちづくりの継続 

◆矢作地区の課題に根ざした整備計画 
◆定量的な数値目標 

都市再生整備計画の作成と事前評価 

Ｐlan

事業の実施 

Ｄo 

事後評価の実施 

Ｃheck

改 善 

Ａct 平成 18～20 年度

（実施中） 

平成 17 年度 

（一部変更あり）

平成 21 年度

以降 

①事後評価原案の公表・意見集約 
（平成 20 年 10 月） 

②第三者機関による審議 
（平成 20年 11 月予定） 

③国への報告 
（平成 21年 12～2 月予定） 

住居系 

商業系 

業務系 

工業系 

農用地 

山林等 

空地等 

凡   例 

矢作橋駅 

国道１号 

矢作市民センター 

西部地域交流センター
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２．矢作地区都市再生整備計画の概要とまちづくり交付金事業の進捗状況 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

□矢作地区の課題 

○地域における市民活動を活性化し、コミュニティの再生と多様な

市民活動の交流による地域活性化を図る。 

○駅のバリアフリー化、道路環境整備により、安全で住民が交流し

やすい環境をつくる。 

○道路整備、下水道整備など都市基盤の整備を進め、健康的な生活

環境を創出する。 

○地震、浸水などの災害に備え、安全に暮らせる環境を市民に提供

する。 

□目標・目標を定量化する指標 

大目標：安全で良好な生活環境を創出する交流とふれあいのまちづくり推進 

小目標  整備方針 

目標１：市民活動の多様化と地域住民の交流促進を

支援し地域の活性化を図る  ・市民活動の活発化により地域コミュニティの

再生と元気で温かなまちづくりを進める。 
目標２：地域整備を行い安全で安心な地域環境をつ

くる  ・道路等の生活環境整備を進め、健康的で安全

な住みよいまちづくりを進める。 
目標３：災害に備え、地域住民が安心して暮らせる

生活環境の充実  ・地震、浸水等の災害に強く、地域住民に安心

を与える体制づくりを進める。 
   

指 標（単位） 従前値（H15） 目標値（H20） 

指標１：市民活動施設利用者数 ２８，８４０ 人 ５６，３００ 人

指標２：矢作地域に本拠をもつ市民団体数 １０団体 ２５団体

指標３：矢作橋駅乗降客数 １，８９３，４６９ 人 １，９３０，０００ 人

□整備方針概要図 

 

■基幹事業
矢作橋駅南口自転車駐車場整備工事
自転車駐車台数　約350台

○関連事業
矢作橋駅バリアフリー化事業
EV２基、多目的トイレ１基

■基幹事業
市道東洋紡績南北５号線改良工事
L＝97ｍ　W＝5.7ｍ→7.5ｍ

□提案事業
矢作市民センター施設整備事業
矢作支所跡地スペース整備工事　200㎡

○関連事業
公共下水道事業（国庫補助事業）

○関連事業
国道１号岡崎環境整備事業
L＝1,400ｍ
W＝18.0ｍ→30.0ｍ

■基幹事業
市道矢作１４号線改良工事
L＝50ｍ　W＝5.0ｍ→7.5ｍ

□提案事業
矢作東小学校屋外便所設置事業
１棟

□提案事業
矢作東小学校校地拡張事業
面積：2,000㎡

西部地域交流センター建築工事 総延床面積：2,532㎡
■基幹事業
RC造３階建　延床面積　2,160㎡
駐車場台数　約100台
・市民活動ステーション
・活動室：４室
・多目的ホール：400席　他
□提案事業
・行政機関出張所機能：矢作支所　307㎡
・調理室　65㎡

□まちづくり交付金事業の進捗状況（平成 20 年 9 月現在） 

事業／事業箇所名 進捗状況 

道路／市道矢作 14 号線 H19 で計画通り完了 

道路／市道東洋紡績南北5号線 H20 で計画通り完了（予定） 

地域生活基盤施設／ 

矢作駅南口自転車駐車場 
H18 で計画通り完了 

基
幹
事
業 

高次都市施設／ 

西部地域交流センター 
H18～19 で計画通り完了 

地域創造支援事業／ 

矢作東小学校校地拡張事業 
H19～20 で計画通り完了（予定）

地域創造支援事業／ 

矢作東小学校屋外便所設置事業 
H20 で計画通り完了（予定） 

地域創造支援事業／ 

矢作市民センター施設整備事業 
H20 で計画通り完了（予定） 

提
案
事
業 

地域創造支援事業／ 

矢作支所･調理室（交流センター内） 
H18～19 で計画通り完了 

矢作橋駅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化事業／ 

名鉄矢作橋駅 
H18 で計画通り完了 

国道 1号線岡崎環境整備事業／ 

西部区間（矢作地区） 

H8～19 での完了予定の遅れ 
※用地買収等の遅れのため 

関
連
事
業 

公共下水道事業 

H18 での完了予定の遅れ 
（H21 完了の見込み） 
※下流域における他事業の影響及

び区域内の一部に宅地化が進ん

でいない箇所があるため 

  

：計画通り完了、又は、完了が見込まれる事業 



【資料２】矢作地区のまちづくり事業の効果（事後評価のあらまし） 

 

  

市民活動の活発化により地域コミュニティの再生と 
元気で温かなまちづくりを進める。 

方針 
１ 

道路等の生活環境整備を進め、 
健康的で安全な住みよいまちづくりを進める。 

方針 
２ 

～取り組んだ主な事業～ 

○道路整備事業の推進 
・市道矢作 14号線 

・市道東洋紡績南北５号線 

○矢作橋駅南口自転車駐車場の整備 

○矢作橋駅のバリアフリー化 
・バリアフリー化 

・エレベータ、多目的トイレの設置 

○国道１号岡崎環境整備事業の推進 

● 方針に対する事業の効果 ● 

◇駅南ｴﾘｱからの矢作橋駅利用の利便性の向上 

◇矢作橋駅舎の利便性・快適性の向上 

◇駅周辺の道路環境の充実 

◇国道１号へ円滑にアクセスできる環境の充実 

◇道路整備によるまちの安全・快適性の向上 

矢作橋駅南口駐輪場 

～取り組んだ主な事業～ 

○西部地域交流センター（やはぎかん）
の建設 
○矢作市民センターの施設整備 
○矢作支所・調理室の整備 
（交流センター内） 
○矢作東小学校の校地拡張 
○矢作東小学校の屋外便所設置 

● 方針に対する事業の効果 ● 

◇市役所の支所機能、文化創造、市民活動の拠
点機能の充実（西部地域交流センター） 

◇矢作市民センターの飽和状態の解消と利便
性の向上 
・生涯学習支援機能の充実（子ども図書室等） 

◇西部地域交流センターと矢作市民センター
の連携 
・まちづくりの発展を担う人材の育成、市民活動支

援体制の構築・充実 

◇子育て環境の充実 
・子どもの安全な遊び場、運動場所の確保 

・子育て支援機能の充実 

（子育ての悩み解決、仲間づくりの機会等） 

◇地域のまちづくりを進め、課題を解決する
「地域力」を育む環境の整備 

◇学校開放用施設の利便性の向上 
（矢作東小学校） 

● 事業効果を活かした今後のまちづくりの展開 ● 

 

やはぎかん 

地震、浸水等の災害に強く、 

地域住民に安心を与える体制づくりを進める。 

方針 

３ 

～取り組んだ主な事業～ 

○道路整備事業の推進（再掲） 
○西部地域交流センターの建設（再掲） 
○矢作支所・調理室の整備（再掲） 
○矢作東小学校の校地拡張（再掲） 
○矢作東小学校の屋外便所設置（再掲） 
○公共下水道事業 

● 方針に対する事業の効果 ● 

◇地域の防災拠点の充実（西部地域交流センター） 

◇道路・下水道整備によるまちの安全・快適性
の向上 

◇災害自主防災組織・活動の充実・活発化 

◇避難路となる市道、避難場所の充実 

◇西部地域交流センターと矢作市民センターの機能の充実・相乗効果 
（活動団体やリーダーの育成／学習機会の拡充／ホール利用率の向上・利用スペースの工夫 
／市民ニーズに沿った企画・運営の実施） 

◇地域コミュニティとの連携の強化 

◇学校開放事業の推進  

◇自転車駐輪場の利便性の向上 

◇駅周辺の道路環境の整備による利便性の向上 

◇道路整備による安全性・快適性の更なる向上      ◇自主防災活動の支援・充実 

◇防災対策の充実（浸水対策、建築物の耐震性向上） 

〔指標３〕矢作橋駅乗降客数 

 

 

 

 

 

 

◇ 目標値を超える見込みです ◇ 

（矢作地区の人口増加も要因の一つとして考えられます） 
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〔指標１〕市民活動施設利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 目標値を大幅に超える見込みです ◇ 
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〔指標２〕矢作地域に本拠をもつ市民団体数 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 目標値を大幅に超える見込みです ◇ 
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